
今
年
の
第
32
回
茨
城
労

連
定
期
大
会
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
で
代
議
員
を
通
常
の

半
分
に
し
て
、
委
任
状
を

出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
採
決
段
階
の
代

議
員
は
28
名
、
委
任
状
33

名
の
合
計
61
名
で
、
定
足

数
47
名
は
開
会
段
階
か
ら

超
え
て
い
ま
し
た
。
総
括

で
は
、
最
低
生
計
費
試
算

調
査
や
最
低
賃
金
審
議
会

へ
の
と
り
く
み
等
の
一
年

間
の
活
動
が
報
告
さ
れ
、

方
針
で
は
全
労
連
提
起
の

150
万
対
話
運
動
に
基
づ
く

組
織
拡
大
方
針
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

討
論
は
14
名
の
代
議
員

が
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の

職
場
の
実
態
や
組
合
の
と

り
く
み
が
討
論
さ
れ
ま
し

た
。
医
労
連
の
代
議
員
か

ら
の
「
地
域
医
療
を
守
り
、

賃
金
や
労
働
条
件
を
守
る

組
合
運
動
が
最
大
の
コ
ロ

ナ
対
策
」
と
い
う
発
言
は
、

労
働
者
の
立
場
に
立
っ
て

労
働
者
の
権
利
や
生
活
を

守
る
組
合
運
動
が
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
を
再
確
認

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

（
医
労
連
）
19
年
に
行
方

総
合
病
院
が
規
模
縮
小
に

な
っ
た
。
国
か
ら
公
的
病

院
の
削
減
計
画
が
出
さ
れ
、

日
本
全
国
で
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
今
年
に

な
っ
て
コ
ロ
ナ
で
病
院
の

診
療
控
え
が
続
き
、
多
く

の
病
院
が
経
営
不
振
に
陥
っ

て
い
る
。

組
合
で
も
コ
ロ
ナ
対
策

で
、
代
表
団
交
に
な
っ
た

が
、
組
合
員
か
ら
は
意
見

カ
ー
ド
な
ど
を
書
い
て
も

ら
っ
た
。
厚
生
連
病
院
で

は
、
6
月
の
ボ
ー
ナ
ス
が

1.5
ヶ
月
で
妥
結
し
た
が
、

全
国
的
に
は
ボ
ー
ナ
ス
ゼ

ロ
の
病
院
も
あ
る
。
数
年

前
の
ボ
ー
ナ
ス
0.5
ヶ
月
提

案
で
は
、
多
く
の
看
護
師

が
退
職
し
て
し
ま
っ
た
。

組
合
と
し
て
は
「
地
域

医
療
を
守
る
」
「
賃
下
げ

を
撤
回
さ
せ
る
」
「
労
働

条
件
を
守
る
」
こ
と
が
、

最
大
の
コ
ロ
ナ
対
策
だ
と

考
え
、
組
合
の
と
り
く
み

を
強
化
し
て
い
る
。

（
自
治
労
連
）
10
月
7
日

に
2
ヶ
月
遅
れ
て
人
事
院

勧
告
が
出
さ
れ
た
。
月
例

給
に
つ
い
て
は
今
後
と
い

う
こ
と
で
、
ボ
ー
ナ
ス
0.05
ヶ

月
分
の
削
減
を
勧
告
し
た
。

コ
ロ
ナ
問
題
で
頑
張
っ

て
き
た
市
町
村
職
員
や
国

家
公
務
員
に
と
っ
て
削
減

は
全
く
納
得
が
で
き
な
い
。

市
町
村
職
員
は
マ
ス
ク

や
消
毒
液
の
配
布
、
10
万

円
の
特
別
給
付
金
で
も
市

民
の
助
け
に
な
る
仕
事
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
ボ
ー

ナ
ス
削
減
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
責
任
感
の
低
下
に
し

か
な
ら
な
い
。

自
治
労
連
で
は
4
年
目

に
な
る
一
斉
職
場
訪
問
に

と
り
組
ん
だ
。
5
月
か
ら

6
月
に
実
施
し
、
組
合
説

明
会
な
ど
も
開
催
し
た
。

（
電
機
情
報
ユ
ニ
オ
ン
）

日
立
製
作
所
は
物
づ
く

り
を
や
め
て
、
低
収
益
の

子
会
社
を
売
却
し
て
営
業

利
益
率
10
％
の
経
営
目
標

に
突
き
進
ん
で
い
る
。

結
果
的
に
リ
ス
ト
ラ
を

強
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

茨
城
で
も
、
日
立
リ
ス
ト

ラ
対
策
会
議
を
作
ろ
う
と

し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
で

延
期
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
今
年
の

11
月
に
結
成
集
会
を
開
催

し
て
活
動
を
開
始
す
る
。

（J
M
I
T
U

）
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
組
合
の
集
会
が
で
き

て
い
な
い
。
大
規
模
集
会

が
で
き
な
く
て
元
気
の
出

る
春
闘
に
な
る
の
か
と
い

う
心
配
も
あ
っ
た
。

東
京
電
気
支
部
で
は
、

昨
年
度
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

今
年
の
春
闘
で
は
倍
額
8000

円
の
回
答
が
出
た
。

J
M
IT

U

は
組
合
員
数
が

100
名
を
切
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
150
名
を
め
ざ
す
組
織

拡
大
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

組
合
員
を
増
や
す
た
め

に
は
労
働
者
同
士
が
仲
良

く
な
っ
て
労
働
組
合
や
政

治
の
話
を
気
軽
に
し
て
、

「
組
合
に
入
っ
て
一
緒
に

と
り
組
も
う
」
と
呼
び
か

け
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

学
習
と
日
々
の
活
動
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い

る
。

（
年
金
者
組
合
）
全
国
39

裁
判
所
で
年
金
裁
判
に
と

り
組
ん
で
き
た
。
年
金
裁

判
で
は
年
金
切
り
下
げ
は

憲
法
違
反
と
訴
え
て
い
る

が
、
茨
城
で
地
裁
判
決
が

出
た
。

「
請
求
を
棄
却
す
る
」

と
い
う
も
の
で
、
判
決
理

由
で
は
年
金
生
活
者
の
生

活
実
態
に
は
全
く
触
れ
な

か
っ
た
。

今
後
は
高
裁
で
の
裁
判

に
な
る
の
で
、
皆
さ
ん
の

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

（
国
公
）
春
闘
学
習
会
を

1
月
31
日
に
実
施
し
、
最

低
生
計
費
試
算
調
査
や
映

画
「
時
の
行
路
」
等
の
と

り
く
み
の
意
志
統
一
を
行
っ

た
。
具
体
的
な
春
闘
の
と

り
く
み
で
は
、
宿
舎
問
題

で
交
渉
を
行
っ
た
。

（
土
浦
労
連
）
月
1
回
の

定
例
の
幹
事
会
が
2
月
以

降
コ
ロ
ナ
問
題
で
幹
事
会

が
開
け
て
い
な
い
。
コ
ロ

ナ
の
問
題
で
経
営
の
危
機

が
深
刻
だ
。
持
続
化
給
付

金
が
で
き
た
が
、
倒
産
や

解
雇
が
続
い
て
い
る
。
正

社
員
が
30
数
名
リ
ス
ト
ラ

と
い
う
会
社
も
あ
る
が
、

解
雇
に
対
し
て
「
仕
方
が

な
い
」
と
受
け
入
れ
て
し

ま
う
雰
囲
気
が
広
が
っ
て

い
る
。
組
合
の
必
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

（
高
教
組
）
コ
ロ
ナ
禍
で
、

高
校
で
は
在
宅
勤
務
が
普

通
に
行
え
た
が
、
特
別
支

援
学
校
で
は
行
え
て
い
な

い
。
特
別
支
援
学
校
で
は

教
室
不
足
対
策
か
ら
教
室

を
間
仕
切
り
に
し
て
い
る

学
校
も
あ
る
が
、
密
を
避

け
る
と
い
う
点
で
は
全
く

逆
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
具

体
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
学
校
の
ネ
ッ
ト
環

境
は
不
十
分
で
動
画
が
見

せ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
教

室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が

な
い
と
い
う
学
校
も
あ
る
。

今
日
の
大
会
資
料
に
も

あ
る
が
、
県
の
労
政
課
作

成
の
「
知
っ
て
お
き
た
い

労
働
法
」
を
使
っ
て
高
校

生
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い

て
教
え
て
い
る
。
試
験
中

な
ど
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
シ

フ
ト
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
教
え
た
ら
、
「
そ

ん
な
こ
と
で
き
る
の
か
」

と
言
わ
れ
た
。
労
働
法
を

高
校
生
の
段
階
か
ら
教
え

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。

（
私
教
連
）
コ
ロ
ナ
で
卒

業
式
が
で
き
ず
、
私
教
連

も
大
会
が
で
き
な
か
っ
た
。

現
在
は
組
合
の
会
議
を
ズ
ー

ム
で
行
っ
て
い
る
。
授
業

料
滞
納
者
が
100
名
ほ
ど
い

る
が
、
国
の
補
助
が
あ
る

も
の
の
、
茨
城
県
独
自
の

上
乗
せ
が
な
い
。
上
乗
せ

が
な
い
の
は
全
国
7
県
。

共
同
運
動
で
も
問
題
に
し

た
私
学
に
対
す
る
運
営
補

助
金
は
1
ポ
イ
ン
ト
が
13
・

3
万
円
で
、
5
ポ
イ
ン
ト

で
66
・
5
万
円
に
な
る
。
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4
年
後
に
増
額
さ
れ
て
、

医
学
部
進
学
者
が
１
名
出

る
と
226
万
円
に
な
る
。
こ

れ
で
は
、
教
育
活
動
が
お

金
の
問
題
に
な
っ
て
し
ま

い
、
教
育
は
破
壊
さ
れ
て

し
ま
う
。

（
勝
田
労
連
）
今
年
の
大

会
で
勝
田
労
連
は
30
周
年

を
迎
え
た
が
、
主
力
が
年

金
者
組
合
で
若
い
組
合
員

が
い
な
い
。
本
日
の
茨
城

労
連
の
大
会
に
参
加
し
て

若
い
人
が
多
い
こ
と
に
び
っ

く
り
し
て
い
る
。
勝
田
労

連
で
は
、
市
民
と
の
結
び

つ
き
を
重
視
し
て
要
求
を

積
み
上
げ
、
市
町
村
と
の

交
渉
に
と
り
組
ん
で
い
る
。

日
立
製
作
所
は
物
づ
く

り
か
ら
撤
退
を
し
よ
う
と

し
て
い
て
、
日
立
の
子
会

社
を
売
却
し
て
、
株
式
収

入
を
増
や
そ
う
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
で
、
大

規
模
な
リ
ス
ト
ラ
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
て
、
労
働

者
と
の
矛
盾
も
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
労
働
組
合
の
出

番
だ
。

（
筑
西
労
連
）
共
同
運
動

の
市
町
村
統
一
要
求
書
を

下
妻
、
筑
西
、
桜
川
、
結

城
市
役
所
に
提
出
し
、
11

月
中
旬
に
交
渉
を
予
定
し

て
い
る
。

筑
西
市
職
員
組
合
で
は
、

コ
ロ
ナ
の
た
め
新
入
職
員

対
象
の
組
合
説
明
会
を
自

粛
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
、

説
明
会
を
中
止
し
た
。
し

か
し
、
新
入
職
員
一
人
ひ

と
り
を
め
ぐ
っ
て
声
を
か

け
、
組
合
の
話
を
し
て
加

入
を
呼
び
か
け
た
。
結
果
、

昨
年
以
上
に
組
合
加
入
者

が
増
え
た
。

と
こ
ろ
で
、
市
民
の
数

が
筑
西
市
で
は
10
万
人
を

切
っ
た
。
市
民
病
院
や
道

の
駅
の
経
営
が
コ
ロ
ナ
で

財
政
難
に
陥
っ
て
い
る
。

人
手
不
足
が
深
刻
で
休
職

者
も
増
え
て
い
る
。

（
石
岡
地
区
農
協
労
組
）

コ
ロ
ナ
で
組
合
の
集
ま

り
が
で
き
ず
、
青
年
部
活

動
が
取
り
組
め
て
い
な
い
。

春
闘
の
交
渉
で
は
「
現
行

通
り
」
が
多
く
、
人
手
不

足
で
休
み
が
取
れ
な
い
。

ボ
ー
ナ
ス
の
査
定
を
組

合
で
は
撤
廃
を
要
求
し
て

い
る
が
、
査
定
に
共
済
の

成
果
が
使
わ
れ
、
共
催
の

ノ
ル
マ
で
若
い
人
が
や
め

て
し
ま
っ
て
い
る
。

（
建
交
労
）
ウ
ォ
ー
タ
ー

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
支
部
で

は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
人
数

を
絞
り
30
名
の
交
渉
委
員

で
交
渉
を
し
た
。
交
渉
は

ひ
と
り
平
均
7500
円
、
夏
季

一
時
金
は
2.3
ヶ
月
プ
ラ
ス

１
万
円
で
決
着
し
た
。
諸

要
求
で
は
健
康
診
断
で
胃

カ
メ
ラ
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
が
あ
り
、
胃
カ
メ
ラ
に

上
乗
せ
料
金
が
あ
る
た
め
、

胃
カ
メ
ラ
を
選
択
し
た
者

に
差
額
の
支
給
を
要
求
し

た
が
、
会
社
の
回
答
は
差

額
の
支
給
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

今
後
も
要
求
を
継
続
し

て
い
く
。

（
い
ば
ら
き
一
般
労
組
）

今
日
は
仕
事
が
あ
っ
て
、

仕
事
を
切
り
上
げ
て
先
ほ

ど
大
会
会
場
に
着
い
た
ば

か
り
。
私
は
現
在
ゴ
ミ
の

回
収
の
仕
事
を
し
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
の
問
題
が
出

て
家
庭
な
ど
か
ら
出
る
ゴ

ミ
が
多
く
な
り
、
非
常
に

大
変
だ
っ
た
。

ゴ
ミ
出
し
の
基
準
は
市

町
村
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

基
準
を
守
っ
て
い
な
い
人

が
多
い
。
決
め
ら
れ
た
時

間
に
出
さ
ず
に
時
間
外
に

出
さ
れ
た
ゴ
ミ
も
、
住
民

か
ら
回
収
さ
れ
て
い
な
い

と
連
絡
が
あ
れ
ば
回
収
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
人
の
マ

ナ
ー
に
頼
る
し
か
な
い
が
、

個
人
情
報
が
分
か
っ
て
し

ま
う
ゴ
ミ
を
出
す
人
が
多

い
。
ゴ
ミ
か
ら
人
の
習
慣

が
分
か
っ
て
し
ま
う
。

コ
ロ
ナ
等
で
小
中
学
校

が
臨
時
休
校
に
な
る
と
、

給
食
で
準
備
し
た
ソ
フ
ト

麺
が
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ゴ
ミ

の
回
収
を
し
て
い
る
私
た

ち
に
と
っ
て
は
、
食
べ
物

を
ゴ
ミ
に
し
て
し
ま
う
こ

と
に
複
雑
な
思
い
が
あ
る
。

今
年
の
人
事
院
勧
告
は

例
年
の
二
ヶ
月
遅
れ
で
、

10
月
7
日
と
28
日
に
出
さ

れ
た
。
月
例
給
は
7
年
ぶ

り
で
据
え
置
き
と
な
り
、

ボ
ー
ナ
ス
は
0.05
月
の
削
減

と
な
っ
た
。
結
果
的
に
ボ
ー

ナ
ス
は
4.45
月
と
な
る
。

茨
城
労
連
の
大
会
発
言

で
も
「
公
務
員
は
コ
ロ
ナ

で
新
た
な
仕
事
が
増
え
て

大
変
な
状
況
に
な
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
ボ
ー
ナ
ス

削
減
は
納
得
で
き
な
い
」

と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

特
に
、
実
質
賃
金
の
低

下
が
著
し
い
高
齢
層
は
、

退
職
金
の
減
額
の
中
で
、

生
活
悪
化
が
避
け
ら
れ
な

い
。
茨
城
県
人
事
委
員
会

は
、
10
月
30
日
に
0.05
月
の

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
を
勧
告

し
た
。
月
例
給
は
今
後
。

2017
年
1
月
に
国
連
で
採

択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条

約
が
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の

批
准
に
よ
っ
て
10
月
25
日

に
批
准
国
50
に
達
し
、
条

約
の
規
定
に
よ
り
来
年
1

月
22
日
に
発
効
す
る
こ
と

が
確
定
し
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、

核
兵
器
の
保
有
や
使
用
の

ほ
か
、
開
発
や
実
験
、
生

産
、
備
蓄
も
禁
じ
、
禁
止

事
項
に
は
、
核
抑
止
力
を

意
味
す
る
「
使
用
ま
た
は

使
用
す
る
と
の
威
嚇
」
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
類
史
上
初
め
て
核
兵

器
を
違
法
化
す
る
核
兵
器

禁
止
条
約
の
発
効
が
決
ま
っ

た
こ
と
は
、
平
和
と
核
兵

器
の
廃
絶
を
求
め
る
世
界

中
の
人
々
の
勝
利
で
す
。

広
島
や
長
崎
に
生
活
し

て
い
た
た
め
に
原
爆
で
死

ん
だ
人
た
ち
や
苦
難
の
中

で
生
き
残
っ
た
被
爆
者
た

ち
の
思
い
が
大
き
な
歴
史

の
扉
を
開
い
た
の
で
す
。

差
別
や
避
難
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
も
、
「
核
な
き

世
界
を
」
と
訴
え
て
き
た

多
く
の
被
爆
者
の
尽
力
が

世
界
の
世
論
を
変
え
た
の

で
す
。

と
こ
ろ
が
、
安
倍
前
首

相
は
今
年
の
広
島
長
崎
の

平
和
集
会
で
、
「
核
保
有

国
と
非
保
有
国
と
の
橋
渡

し
を
す
る
」
と
言
う
だ
け

で
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の

批
准
に
は
一
言
も
言
及
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
広
島
や
長

崎
の
被
爆
者
の
方
か
ら
は

「
被
爆
国
日
本
の
総
理
大

臣
な
の
か
」
と
い
う
非
難

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発

効
が
決
定
し
た
こ
と
で
、

日
本
政
府
に
対
し
て
は

「
被
爆
国
の
責
任
と
し
て

核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准

す
べ
き
」
と
い
う
声
や
要

求
は
日
本
国
内
の
み
な
ら

ず
、
世
界
か
ら
も
巻
き
起

こ
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
「
核
保
有
国
と

非
保
有
国
と
の
橋
渡
し
を

す
る
」
と
今
後
も
言
い
続

け
る
と
い
う
な
ら
、
具
体

的
に
核
兵
器
廃
絶
の
た
め

に
何
を
す
る
の
か
が
問
わ

れ
ま
す
。

茨
城
労
連
は
、
全
国
の

運
動
に
連
帯
し
、
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

を
求
め
る
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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核
兵
器
禁
止
条
約

来
年
一
月
発
効
に

今
年
の
人
事
院
勧
告


